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１．事務事業の類型  

 

１ 目的 

秦野市庁舎及びその出先機関（以下、サイトという。）における毒物及び劇物

の管理については、毒物及び劇物取締法(昭和 25 年法律第 303 号。以下「法」

という。) その他の法令を順守するために、ガイドラインを定める。 

なお、化学物質の取扱い等労働安全衛生法関連は、「他の管理のための仕組み

が存在している」ため本ガイドラインの対象外とする（環境マニュアル参照）。 

 

２ 適用範囲 

(1) 本ガイドラインにおいて「毒物」及び「劇物」とは、法第 2 条に掲げるも

のをいう。 

(2) 本ガイドラインにおいて「毒物」及び「劇物」管理課等とは、次に定める課

等とし、新たに取り扱う必要が生じた場合は、毒物及び劇物の保管場所等の設

置・変更報告書（様式-毒劇物１）により部門責任者（部等の長）の承認を受

け、環境管理副責任者及び環境管理推進事務局に報告をする。 

(3) 環境管理推進事務局は、前号の報告があった場合、次の表に管理課等とし

て登録する。 

(4) その他、報告の内容に変更が生じた場合にも速やかに報告の変更を(2)及び

(3)により行う。 

管理課等 ｢毒物｣及び｢劇物｣の名称 保管場所 管理責任者 

環境共生課 地下水水質試験用薬品 環境共生課内保管庫 環境共生課長 

生活環境課 水酸化ナトリウム 生活環境課内保管庫 生活環境課長 

下水道施設課 

水質試験用薬品 

苛性ソーダ 

硫酸 

保管庫 

タンク(2㎥) 

タンク(1㎥) 

下水道施設課長 

消防本部 メガフォーム 消火薬剤室 警備主管課長 

 

３ 管理責任者及び取扱管理者 

(1) 管理課等には、毒物及び劇物を適正に保管・管理するため、毒物及び劇物管

理責任者(以下「管理責任者」という。) 及び毒物及び劇物取扱管理者 (以下「取

扱管理者」という。) を置くものとする。 

(2) 管理責任者には、該当する課等の長を充てる。取扱管理者は、管理責任者が

定めるものとする。 

(3) 管理責任者は、当該課等の毒物及び劇物の取扱いの実状等に応じ、取扱管

理者を兼ねることができる。 
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４ 事故防止等 

(1) 管理責任者は、毒物及び劇物を計画的に購入し、保管期間の短縮及び在庫

の少量化に努めなければならない。 

(2) 管理責任者は、毒物及び劇物の盗難及び紛失並びに保管設備の倒壊等の事

故防止に努めなければならない。 

(3) 取扱管理者は、管理責任者の指示に従い、前号に規定する事故防止に努め

るものとする。 

 

５ 保管要領 

(1) 専用保管庫 

ア 毒物及び劇物は、その他の物を貯蔵、陳列等する場所と明確に区分された、

施錠ができる堅固な金属製等の毒物及び劇物専用の保管庫に保管しなけれ

ばならない。 

イ 貯蔵、陳列等する場所については、盗難防止のため敷地境界線から十分離

すか、又は一般の人が容易に近づけない措置を講ずること。 

ウ 毒物及び劇物の保管については、専用保管庫を床等に固定したり、容器の

接触破損、転倒及び落下等を防止するための枠を設ける等の措置を講じなけ

ればならない。 

エ 専用保管庫の鍵は、管理責任者又は取扱管理者が管理するものとする。 

 

(2) 毒物又は劇物の表示 

ア 毒物又は劇物の専用保管庫には、外部から明確に識別できるよう「医薬用

外毒物」又は「医薬用外劇物」の文字を表示しなければならない。 

イ 毒物又は劇物の容器及び被包には、外部から明確に識別できるよう「医薬

用外」の文字、毒物については赤地に白色で「毒物」の文字を、劇物につい

ては白地に赤色で「劇物」の文字をそれぞれ表示しなければならない。 

 

(3) 受払簿 

ア 管理課等において、毒物又は劇物を保管するときは，受払簿を置かなけれ

ばならない。 

イ 取扱管理者は、毒物又は劇物の受払いの都度、品目ごとに受払数量及び使

用者等を受払簿に記録しなければならない。 

ウ 取扱管理者は、定期的に保管数量と受払簿の残数量を確認し、管理責任者

へ報告するものとする。 

エ 受払簿の単位は、保健衛生上の危害又は取り扱い上の安全性を考慮した最

小単位によるものとする。 

オ 受払簿の様式は、各課等で現在使用している様式、又は毒物及び劇物受払
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簿（様式-毒劇物２）とする。 

 

(4) 運搬・取り扱い 

ア 引火性、発火性又は爆発性のある毒物又は劇物は、業務その他正当な理由

による場合を除いては、所持してはならない。 

イ 毒物又は劇物が盗難に遭い、又は紛失することを防ぐために十分な注意を

払うこと。 

ウ 保管場所の外において毒物若しくは劇物等を運搬する場合には、これらの

物が飛散し、漏れ、流出、又はしみ出ることを防ぐのに必要な措置を講じな

ければならない。 

エ 毒物又は劇物については、その容器として、飲食物の容器として通常使用

される物を使用してはならない。 

 

(5) 「安全データシート」（ＳＤＳ）の活用 

   自分の取り扱っている化学物質やそれを含む製品に関して、その成分や性

質、取扱い方法を知っておく必要があるため、ＳＤＳを利用し職員に周知しな

くてはならない。 

 

６ 毒物及び劇物の処分 

(1) 管理責任者は、保管・管理する毒物及び劇物のうち、将来使用する見込みの

ないもの又はラベルの表示が消えて内容が不明なものについては、管理換、供

用換、廃棄処分等の手続を行わなければならない。 

 

(2) 取扱管理者は、空容器を処分するときは、保健衛生上の危害が生ずるおそ

れがないように措置しなければならない。 
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７ 事故などに係る措置 

(1) 管理責任者は、保管・管理する毒物又は劇物が盗難に遭い、又は紛失したと

きは、速やかにその旨を部門責任者（部等の長）に報告し、その指示に従わな

ければならない。また、直ちに警察署に届け出なければならない。 

 

(2) 管理責任者は、保管・管理する毒物又は劇物の飛散、漏れ、流出、しみ出し、

地下等へのしみ込み等により、保健衛生上の危害が生ずるおそれがあるときは、

速やかにその旨を部門責任者（部等の長）に報告するとともに、取扱管理者等

と協力してその危害を防止するために必要な応急の措置を講じなければなら

ない。 

 

(3) 部門責任者（部等の長）は、第１号及び第 2 号の事故等の報告を受けたと

きは、必要な措置を講じ、環境管理責任者に報告する。この際、市役所外部へ

重大な環境影響を与える場合、又は、与えるおそれがあると認められる場合は、

環境管理責任者及び管理責任者と協議し、関係機関に通報する。この場合の関

係機関とは、生活環境課、上下水道局、保健福祉事務所、警察署又は消防機関

等とする。 

 

８ 記録と保管 

  毒物及び劇物管理に関する環境記録は、次のとおりとする。 

№ 記録の名称 作成者 審査 承認 保管元 

１ 

様式-毒劇物１ 

「毒物及び劇物の保管場

所等の設置・変更報告書」 

各課等 

担当者 

毒物及び 

劇物管理 

責 任 者 

部 門 

責任者 

各 課 等 、  

環 境 管 理  

推進事務局 

２ 
様式-毒劇物２ 

「毒物及び劇物受払簿」 

毒物及び 

劇物取扱 

管 理 者 

Ü 

毒物及び 

劇物管理 

責 任 者 

各課等 
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版 改訂日付 改訂条項 改訂内容 
作 成 

（起案） 
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承 認 
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00 H16.12.8  初版発行 太田浩一 高橋邦彦 藤間雅浩 

 


